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まちの話題

令和3年度行方市消防団夏季訓練
　６月12日（土）、玉造運動場および玉造小学校において、行方市消防団
夏季訓練が行われました。
　今回は、新型コロナウイルス感染症対策のため、例年より参加人数を縮小
して実施し、市内の消防団員や消防署員など約360人が参加しました。
　訓練では、火災時に多い中継送水を想定した放水や風水害時に使用する
土のう作成、新型コロナウイルス感染症予防の研修、東京電力パワーグリッ
ド（株）による「台風時における配電設備の被害」について講演を行いました。

北浦小学校　校訓碑設置
「ひとのために　じぶんのために　未来のために」
　6月9日（水）、北浦小学校（武田民弥�校長）正門脇に設置さ
れた校訓碑の除幕式が6年生や関係者で行われました。北浦小
学校は、津澄小・要小・武田小の3校が統合して平成 28年に開
校しましたがこれまで校訓がありませんでした。令和2年度に校
訓策定委員会を設置し皆さまの意見を吸い上げ、子供たちにも分
かりやすい「ひとのために　じぶんのために　未来のために」に
決定し、6月に石碑が完成を迎えました。
　完成した石碑をみながら、感慨深げな北浦小の児童たちでした。

　ニセ電話詐欺を未然に防止
　金融機関に対して感謝状を贈呈

　6月24日（木）、常陽銀行玉造支店ATMコーナーにおいて、
携帯電話で通話をしながらATMを操作している女性客（69歳）
を小沼�裕香さん（写真中央）が発見し、声を掛けた。すると、女
性客が「保険料の還付を受ける取るため、ATMを操作した」と話
したため、詐欺の被害者ではないかと思い、ニセ電話詐欺と疑わ
れる旨を女性客に説明するとともに、警察へ通報し、ニセ電話詐
欺を未然に防止できました。

花と緑で潤いのあるまちづくり
　6月12日（土）、なめがたネットワーカー連絡協議会（菅谷京子
会長）が、霞ヶ浦ふれあいランドにおいて、花壇植栽活動を行い
ました。「きれいな花壇を楽しんでいただきたい」という思いで色
とりどりの花々を植えましたので、ぜひご覧ください。
　当協議会は現在 34人の会員が、チャレンジいばらき県民運動
の推進と、地域の人たちのネットワークづくりに取り組み、住みよ
い茨城づくり、行方づくりを進めており、一緒に活動してくれる会
員を随時募集しています。
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第 71回社会を明るくする運動
市内各所にのぼり旗と横断幕を設置

　7月2日（金）、第７１回社会を明るくする運動の推進にあたって、
のぼり旗が麻生庁舎と麻生公民館に設置されました。
　この運動は犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生
について理解を深め、安全で安心な地域社会を築こうとする全国
的な運動です。７月を活動の強調月間とし、別日には、北浦地区・
玉造地区それぞれの庁舎と公民館、ふれあいランドにものぼり旗
を設置し、麻生庁舎には横断幕を設置しました。
　強調月間の終了後も、啓発活動を精力的に行っていきます。

災害時の施設使用に関する協定合同締結式
　7月6日（火）、行方警察署、潮来市、行方市で、災害が発生
した時に警察署が被災し、使用不能となった場合の代替警察施設
および派遣部隊等の活動拠点となる施設として、両市の施設の一
部を使用するための協定を締結しました。
　この協定は、災害発生後に早期の初動態勢の確立とともに、迅
速かつ円滑な災害警備活動を行うことを目的としています。使用
する施設は、潮来市が大生の潮来衛生センター、行方市が麻生の
環境美化センターとなっています。

行方市出身　根崎 良文さんの個展
「保

ほないごう
内郷を描く」が開かれました

　大子町の景観や歴史をテーマにした根崎さん（行方市シティプ
ロモーション推進懇談会委員）の初の個展が、大子ドレメ美術館
で開かれました。（7月3日～８月3日。入館無料）
　行方市出身の根崎さんは小学校 2�年生の時に初めて常磐線に
乗り、その感動を水彩画で表現したのが絵の始まりとのことでし
た。2021年版茨城県民手帳の挿絵も根崎さんの作品です。

第１６回行方市長杯軟式少年野球大会結果
5月23日（日）、5月29日（土）
浜球場、北浦第2グラウンド

　　　　　 【優勝】　　美野里スラッカーズ
　　　　　 【準優勝】　水戸市野球スポーツ少年団
　　　　　 【第3位】　大野ファイターズ
　　　　　 【第 4位】　玉造ジャイアンツ


